
Gentle Scenery.
 安らぎの中でー

CONCEPT

草木を共に育て、その地の優しさを表現する。
そこには、自然と同化する美しさがある。
アニーヴンビオポーラススプリットンは、自然界の生態系を損なわず、その地
の独自の個性を大切にし、共存する景観づくりを目的として創り出されました。
ブロックの面は、緩やかな曲線を施し、自然の造形を表現しました。また、色に
ついても、地域にある自然な石の色と風合いを再現し、一つひとつ微妙な変化
をつけることで周囲の景観と溶け込む造りとなります。
内部構造は、草木の根、昆虫の生息の妨げとならぬよう、客土層に土が入る構
造になっています。そこには、昆虫が生息し、草木が根付き、やがては、目地の
隙間から外部に伸び、自然との共生が始まります。

スプリットンのポーラスコンクリート層（カミナリおこしのような）は、その表面の自然な凹凸と
隙間により、生物が暮らす上で重要な湿度を保ち、また、成長していく環境の妨げにならない
ための工夫です。

人が自然と共に生きていくために。

客土は現地表土を充填し、
動植物の生息空間となります。

客土層

緩やかな曲線の輪郭。
目地に隙間をつくり、生物生息の場となります。

表面形状

施工高さに応じて、胴込め、
裏込めコンクリートを投入してください。

胴込めコンクリート層

客土層と胴込めコンクリート層
を分けています。

中仕切り板

●内部構造●用途

●アニーヴンビオポーラススプリットンデータ

●アニーヴンビオポーラススプリットンとは？

アニーヴンビオポーラススプリットン

1：0.3～
～7m
～8m/s

●環境に対する特性

用途・工法 河川護岸、法面、土留、ポーラス
コンクリート積（張）

アニーヴンは組み合わせることによって、その場の用途に応じた
使い方ができます。

▲

アニーヴンスプリットン と アニーヴンビオスプリットン

▲

アニーヴンポーラススプリットン と アニーヴンビオポーラススプリットン

▲

アニーヴンスプリットン と アニーヴンポーラススプリットン と
　アニーヴンビオポーラススプリットン

●アニーヴンによる組み合わせ施工について

隔壁2層構造型表層ポーラス
コンクリート（割ブロック）

植生　生物生息　景観構築
練り積み、張工、堆工

自然環境保全機能

法面の
植生

水際の
植生

水生生物の
生息空間

横断方向の
連続性

景観への
配慮

構造
圧縮強度
ポーラス層空隙率
適用勾配

適用流速（m/s）

構造の特長

適用高さ（H）

18Ｎ以上（強度重視タイプ）
16％以上（強度重視タイプ）

ポーラスタイプ

▲

アニーヴンとは
　不規則な、一様ではない、という意味でその名の通り不均一
な輪郭線と深目地によって自然に近い景観を作ります。

▲

ビオとは
　ビオトープのように動植物の生息空間をブロック内に設け
ました。

▲

ポーラスとは
　カミナリおこしのような空隙を有し、保水、透水、吸音、景観
の各効果を発揮します。

▲

スプリットンとは
　表面を割った面を意味し、乱反射を防ぎ、付着性を高める自
然な割り肌を作ります。

▲

よってアニーヴンビオポーラススプリットンは
　本来あるべき自然な法面を創り出し、全ての生き物が共有
できる空間を創造し河川の条件を選ばず植生と機能が兼ね
備わった汎用性の高い間知ブロックです。

UNEVEN BIO POROUS SPLITTON
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UNEVEN BIO POROUS SPLITTON

施 工 例

L.W.L（低水位）

基礎コンクリート ■アニーヴンスプリットン

■アニーヴンポーラス

裏 込 材

裏込めコンクリート

胴込めコンクリート

客土・現地表土

天端コンクリート
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アニーヴンビオポーラススプリットンは
土留め擁壁や護岸擁壁として使用します。
川の流れによって運ばれた、泥、砂等が動
植物生息の場となります。植栽は、客土又
は現地表土を利用して自然的に自生植物を
繁茂させていく方法や、ポット苗を利用す
る方法等現場の環境や設計意図に合わせて
行う事と、胴込めの入る練り積み型である
ので充分な強度があります。

景観機能
客土層が大きな特長となっているので

植物が根付く土壌があり、比較的早く植生が
見込まれ、周りの環境と同化し
自然な景観を創造できます。

生態機能
表面の緩やかな曲線により
出来た隙間と客土層によって
植物、小動物の生息、育成の
場を確保でき、自然と共存が

実現できます。

構造機能
現場の条件に対応し

施工が可能で、護岸強度も
確保でき、厳しい河川条件も

安心できる構造と
なっています。
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自然の姿に向かって。

アニーヴン ビオ ポーラス スプリットン は、比較的短時間で地場の植生や
生物が生息し、本来の生態系を復元する環境保全コンクリートブロックです。

アニーヴンビオポーラススプリットンの
植生経年変化

2006年3月（施工直後）

2006年6月（3ヶ月後）

2007年6月（１年3ヶ月後）

施工後
1年6ケ月
施工後
1年6ケ月

施工後 1年6ケ月 植生部分




